
2015年度より、屋外広告物条例の特例とH20年道路局通達を活用した、エリアマネジメント社会実験を推進。

＜屋外広告物の掲出＞

①屋外広告物地域ルール

○約1年間の実証実験を経て、2020年7月より本格運用開始
・収益がまちづくりに還元する仕組みを広告視認率を用いて算出し策定
・全画面活用を推奨した広告販売で98％以上を達成。まちの景観形成に寄与
・公共枠の確保を行い、まちのにぎわい創出・収益・公共性のバランスを確保

○解体中の建物を利用した広告を実施
・渋谷らしいまちの賑わいを演出、得られた収益はまちづくり活動等
に充当

（例１）渋谷スクランブルスクエアビジョン （例２）東横店ビッグシート

○渋谷区の公共空間で初めての3Dホログラムを活用した広告物の導入
・西口エリアの認知度向上につながり、来街者の回遊性や流動性の向上に寄与

（例３）道玄坂本設デッキ・仮設デッキ

1
３D広告が並ぶ本設デッキ 1基ごとに3Dホログラムが表現される
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②広場の利用 ・ 観光
ハチ公広場の国家戦略特区認定に向けた実証実験の一環として、観光案内所「SHIBU HACHI BOX」の運営を
2020年10月より開始。『これからのワクワクが詰まった場』をコンセプトに、①観光案内機能、②まちの情報発信機能、
③広告表示機能と３つの機能を有しており、渋谷のまちのPR拠点として、観光情報やまちの情報等を発信することで、
渋谷のまちの魅力を向上させ、『世界から注目される渋谷』を目指す。

▲装着すると目の前に仮想空間が広がる
「Magic Leap 1」

▲非接触型観光案内機能
「AvaTalk」

▲３つの機能は、渋谷エリマネ・観光協会・パートナー企業（NTT ドコモ、東急・東急不動産）が連携して運営

▲渋谷の再開発情報をデジタルアートや動画で発信
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＜渋谷駅西口仮設通路「しぶにしデッキ」でのアート展開＞

・一般財団法人渋谷区観光協会と連携し、日常における

アートとの接点、クリエイターの発信の場として、アート展開を

実施。

＜渋谷駅西口室外機装飾＞

・東京都立大学の学生による、渋谷らしい景観形成を

目的とした作品の放映（2021年4月～）

③工事中の魅力付け

・東京都立大学菊竹教授との共同研究の一環として、

工事中の賑わい創出を目的として装飾。

➃情報発信

＜渋谷スクランブルスクエアビジョンでの作品放映＞ ＜活動レポート2013-2020を発行＞

・視察対応やまちの担い手との連携呼びかけ時に

わかりやすく団体について説明する活動レポートを発行。
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➃情報発信

＜地域の学校・団体との連携＞

・外出が自粛されているコロナ下でも来街者に対して、渋谷の将来
像やエリアマネジメント活動をわかりやすく、楽しく伝えるためのオンラ
インシティツアーをシブヤ大学にて開催。

・渋谷区観光協会とナビタイムジャパン、渋谷区立神南小学校と
連携し「渋谷インバウンド観光マップ（英語版）」を制作する授業
を実施。

・来街者に、雨水貯留施設の存在や整備の意義を知っていただき、社会課題（気候変動）やまちの課題（水害対策）
解決について、分かりやすく説明することを目的としたPRポスター（全８種）を、渋谷駅東口地下広場にて展開

＜防災＞
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⑤デザイン・基盤調整

・案内誘導のわかりやすさ、賑わい創出の達成を目的に、サインガイドラインで「結節広場」として位置づけられたハチ公広場、稲荷

橋広場、西口広場、東口広場のサインシンボルマークを公募。

・ハチ公広場、稲荷橋広場、西口広場のシンボルマークが決定し、3月下旬から順次各渋谷駅前サインガイドライン運営委員会

委員施設に展開。

・東口広場のシンボルマークは整備計画公表後再検討。

＜渋谷駅結節広場サインシンボルマーク決定＞

＜日本サインデザイン経済産業大臣賞受賞＞

全国・海外からの応募総数は315点のうち、

渋谷区公共サインガイドラインと連携し

サインの設置箇所・デザイン・情報に関する考え方を

ターミナル、駅前施設、まちなかで統一したことが評価され、

「今後の都市サイン整備の推奨すべきモデル」としてグランプリを受賞

事業者ごとに異なる案内サインを分かり易くするため、表記の統一性や一貫性等の確保に向けてガイドライン策定・運用を行う
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⑥街区共同イベント

・渋谷ストリートギャラリー実行委員会主催の展示場所、展示作品が増殖する次世代クリエイター専用オープンギャラリー
が3/19に開始。

メンバー：一般財団法人渋谷区観光協会、東急不動産株式会社、東急株式会社、東急電鉄株式会社YM・craft、渋谷スクランブルスクエア、渋
谷フクラス、渋谷ストリーム、渋谷ヒカリエ、渋谷マークシティ、渋谷キャスト、渋谷PARCO、シブヤテレビジョン、LIVE BOARD、ROADCAST、
QFRONT、桜丘口地区仮囲い、神宮前六丁目地区仮囲い、渋谷駅地上東口地上広場仮囲い（順不同）

事 務 局 一般社団法人渋谷駅前エリアマネジメント、shibuya-san

後 援 渋谷区、一般社団法人渋谷未来デザイン

・目的：

①アートを街に展開し、渋谷の街の魅力向上を図る。

②渋谷の街として、若手アーティストの活動の場を提供する。

③エリア連携施策の仕組みをつくる。

・第１弾企画（2022/3まで）：

マスクがいらない世界になってマスクを外した時、

笑顔であって欲しいという願いを込めて、

渋谷にゆかりがある人々のマスクありとマスクなしのヨコガオを描いた

SETA氏の「ヨコガオ展」 。

実際に渋谷にゆかりのある人々をモデルにしている
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主要広場空間等の検討の進め方
2021.11.11 第54回渋谷駅周辺地域の整備に関する調整協議会 資料５-１

会議 令和３年度 令和４年度
令和５年
度以降

渋谷駅周辺地域の
整備に関する調整協議会
（地元調整協議会）

【地元の皆様】

防災・にぎわいなど
広場分科会

【地元の皆様】

まちづくり調整会議等

【学識・行政・事業者】

・地上東西広場の考え方

・その他主要広場空間等の整備方針

・地上東西広場の継続検討

・その他主要広場空間等の計画案

11/22

・地上東西広場の必要機能の考え方・意見交換
・その他主要広場空間等の変更の考え方・意見交換

1月
・11/22意見を踏まえた主要広場空間等のたたき台案
についての意見交換

2月
・これまでの意見を踏まえ、地上東西広場について
の意見交換

・その他主要広場空間等の整備方針の説明

・地上東西広場の計画深度
化に向けた意見交換

・その他主要広場空間等の計画
深度化に関する意見交換

6/15「主要広場空間等の一体的な魅力向上に向
けた検討方針」を説明

11/11 防災・にぎわい分科会での意見交換に向けた
「検討ポイント」の説明

3月 防災・にぎわい分科会での検討状況の報告
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１．検討の方向性

渋谷駅西口の各基盤計画を一体的にアップデート

「渋谷らしい都市活動」を育て、牽引しつづける、
誰もが安全に楽しく活用できる「使えるパブリックスペース等」を増強する

※本資料内容は現在検討中のものであり、今後、計画の進捗等に併せて変更の可能性あり

＜渋谷駅街区における計画変更検討の方向性＞

ハチ公広場

スクランブル交差点

(4)西口地下広場の整備

(1)渋谷の街の顔となる
地上広場・スクランブ
ル交差点の設え

(3)アーバンコア・O字階段、
銀座線・スカイウェイの一体的再編

(5)西口上空広場の整備

(2)中央棟先端部の再編

渋谷の象徴であるハチ公広場・スクランブル交差点を中心とし、
相互に関連しあう周辺基盤をパッケージでアップデート

方針１：現計画の合理化による空間の改良

方針２：新規の基盤整備によるパブリックスペースの拡充

主要広場空間等の計画について 2021.11.11 第54回渋谷駅周辺地域の整備に関する調整協議会 資料５-２



ハチ公広場

スクランブル交差点

東口広場

p. 2※本資料内容は現在検討中のものであり、今後、計画の進捗等に併せて変更の可能性あり

２．各施設の検討のポイント

（1）渋谷の街の顔となる地上広場・スクランブル交差点の設え

＜検討の考え方＞

②安全性と、渋谷の街の顔としての魅力を両
立するスクランブル交差点の形状を検討

▼地上広場の歩行者動線と滞留空間

＜検討の考え方＞

①渋谷の街の顔となる東西地上広場の設え

→来街者を迎え入れる待合せ・案内機能を配置

→世界への発信力を発揮できる空間を創出

（ハチ公広場はこれまでの議論を深度化）



p. 3※本資料内容は現在検討中のものであり、今後、計画の進捗等に併せて変更の可能性あり

（２）中央棟先端部の再編

２．各施設の検討のポイント

＜見直し検討の考え方＞

①３階に計画されているJR利用空間を一部移転し、
賑わい空間を創出

→東西地上広場と賑わい空間との見る・見られるの
関係の強化

北側 南側

先端技術
発信施設

3階広場

JR利用空間の一部

賑わい空間

検討範囲

新たな地下空間の創出

▼変更後イメージ

渋谷の象徴的な景観を創出

＜見直し検討の考え方＞

②先端技術発信施設・賑わい空間・広場空間が一体と
なった、渋谷の中心にふさわしい象徴的な景観形成



p. 4※本資料内容は現在検討中のものであり、今後、計画の進捗等に併せて変更の可能性あり

２．各施設の検討のポイント

（３）アーバンコア・O字階段、銀座線・スカイウェイの一体的再編

＜見直し検討の考え方＞

②利便性の高いEVの再配置

→ハチ公広場方面からの人々や、鉄道利用者に
とって利便性の高い縦動線機能の強化

＜見直し検討の考え方＞

①スカイウェイ（西口）・銀座
線橋脚の削減

→地上歩行者動線の円滑化・視
線の抜けを創出

＜見直し検討の考え方＞

③スカイウェイ（西口）を4F⇒３F化
（アーバンコア屋根高さの変更）

→ハチ公広場からの開放感を向上

③スカイウェイ（西口）
4F⇒３F化

ハチ公広場からの
開放感を向上



※本資料内容は現在検討中のものであり、今後、計画の進捗等に併せて変更の可能性あり

２．各施設の検討のポイント

（4）西口地下広場の整備
＜見直し検討の考え方＞

①西側の地下歩行者ネットワークの拠点として、
南北地下通路に面する広場空間を創出

交流・賑わい
空間

休憩・カフェ
機能

待合せ
空間

インフォメーション
機能

備蓄倉庫・
機械室 等

▼機能イメージ

＜見直し検討の考え方＞

②地下空間の快適性・利便性を高める機能の
導入を検討し、ハチ公広場に近接する主要な
広場として、ハチ公広場の機能補完も行う

p. 5
桜丘町方面

道玄坂
方面

神南一丁目方面

渋谷二丁目
方面

東口駅前広場・
渋谷一丁目方面

▼地下１階ネットワーク

地上動線
B1F動線
B2F動線
アーバンコア

公園通り・
センター街方面

ハチ公広場
方面

地上広場
方面



p. 6※本資料内容は現在検討中のものであり、今後、計画の進捗等に併せて変更の可能性あり

２．各施設の検討のポイント

（5）西口上空広場の整備

＜見直し検討の考え方＞②

・ 3Ｆ駅利用者を街へ誘う、歩行者空間の拡充

・各方面へのネットワークを強化

＜見直し検討の考え方＞①

・駅と中央街をつなぐ地上の主要動線を守り、
バス停の屋根も兼ねる大屋根を形成

・駅の玄関口とまちの玄関口を近づけ、西方面へのゲート
空間を形成

＜見直し検討の考え方＞③

・渋谷駅至近に憩い機能の拡充と多様な活動を
受け止める広場空間の創出

デッキレベル地上レベル

▼駅⇔中央街の地上動線の強化

▼イメージ

駅とまちの玄関口
を近づける

▼デッキレベルでの街とのつながり

桜丘方面への
接続の強化


